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1.組織の概要 
 

1.名称及び代表者名 

 株式会社ファイブ 

 代表取締役社長  青 和彦 

2.所在地 

 本    社  福岡県福岡市博多区千代 1-17-1 

 北九州営業所  福岡県北九州市小倉北区愛宕 1-5-10 

 長 崎営業所  長崎県長崎市御船蔵町 1-1 

 熊 本営業所  熊本県熊本市中央区荻原町 14-10 

 佐世保出張所  長崎県佐世保市万津町 7-36 

3.環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

 責 任 者   下村 亨     ℡092-633-5510 

 担 当 者   東福 慎之介   ℡092-633-5510 

4.事業内容 

 ・ビルメンテナンス業務(清掃業務、設備管理業務等) 

 ・緑化建設業務(造園・土木工事) 

 ・警備業務(建物警備等) 

5.許可業種 

 ・建設業許可 福岡県知事(特-28)第 45244号 （許可期間：令和 3年 5月まで） 

  造園工事業 土木工事業 建築工事業 大工工事業 とび・大工工事業 石工事業 

  タイル・れんが・ブロック工事業 鋼構造物工事業 ほ装工事業 しゅんせつ工事業 

  防水工事業 内装仕上工事業 水道施設工事業 管工事業 

 ・建設業許可 福岡県知事(般-28)第 45244号 （許可期間：令和 3年 5月まで） 

  消防施設工事業 電気工事業 

 ・警備業認定 福岡県公安委員会 第 90000194号（許可期間：令和 3年 9月まで） 

6.事業の規模 

 資本金     44百万円 

 設立日     昭和 58年 6月 1日 

 売上高     2,783万円百万円（2020年度実績） 工事等の件数 ：297 件 

 本 社 北九州営業所 長崎営業所 熊本営業所 佐世保出張所 全 社 

従業員数(人) 26 4 4 3 1 38 

延べ床面積(㎡) 454.36 50.10 60.30 37.51 15.96 618.23 

7.事業年度 

 4月 1日～3月 31日 
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2.対象範囲 
 

1．EA21 実施体制（2021年 3月 31日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千代管理センター  百道防災センター  TERASO 防災センター  施設現場 

（6 名）  （8 名）  （5 名）  （90 名） 

 

                                ※点線内が対象事業所 

                                       

2．認証・登録範囲（全組織・全活動） 

 登録組織名：株式会社ファイブ 

 対象事業所：本社・北九州営業所・長崎営業所・熊本営業所・佐世保出張所 

    対 象 活 動：ビルメンテナンス業（清掃・設備保守）、警備業、 

一般建設業（消防施設工事業、電気工事業）、特定建設業（造園工事業、 

土木工事業、建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業、石工事業、 

タイル・レンガ・ブロック工事業、鋼構造物工事業、ほ装工事業、 

しゅんせつ工事業、防水工事業、内装仕上げ工事業、水道施設工事業、 

管工事業）、指定管理受託事業 

 

  

代  表  者 

代表取締役 青 和彦 

環境管理責任者 

下村 亨  

EA21 事務局 

東福 慎之介 

総務部（5 名）  施設管理部(12 名)  警備部（3 名）  緑化建設部（6 名） 

次長 下村 亨  部門長 大久保成人  部門長 高田 一史  部門長 稲葉 博史 

各営業所 

北九州営業所（4 名） 

長崎営業所（4 名） 

熊本営業所（3 名） 

佐世保出張所（1 名） 

緑化現場 

（1 名） 

各地区現場 

（17 名） 

警備現場 

（36 名） 
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3.環境方針 
 

【環境理念】 
 

現在、地球温暖化をはじめとする地球環境問題が世界的に懸念されています。

そのような状況の中、当社はすべての事業活動において環境保全を常に意識し、緑

豊かな地球環境の実現を目指します。 

 

【環境方針】 
1. 循環型社会の実現を目指し、節電や車両燃料削減などの省エネルギー、 

廃棄物の再資源化、節水などに積極的に取り組みます。 

 

2. 緑化事業を通じて、緑豊かなやすらぎの環境を提供し、 

自然と調和のとれた社会の構築を目指します。 

 

3. 化学物質の使用を削減します。 

 

4. グリーン購入を推進します。 

 

5. 関係する環境関係法規を遵守します。 

 

6. 循環型社会及び環境保全の重要性を全従業員に周知徹底します。 

     

              

               2020 年 4 月 1 日 

株式会社ファイブ 

代表取締役 青 和彦 



- 5 - 

 

2020年 10月 2 日に開催されました当イベントに参加しました（福岡県ビルメン

テナンス協会主催）。このイベントは毎年 10月 4日（とし＝都市）を「都市ビル環

境の日」として設定し、綺麗な街創りを啓蒙する都市の美化運動「クリーンアップ

福岡」として、地域のゴミ拾い活動、路上ガム除去作業を行うものです。冷泉公園

を中心として、川端商店街や博多川河川歩道で活動を行いました。 

およそ１時間のゴミ拾い作業・ガム除去作業で川端商店街・博多川河川歩道

はキレイになりました。 

当社ではエコアクションの活動計画のひとつに「地域貢献」を掲げておりま

す。こうした活動を通して、地域貢献だけでなく近隣会社の方々と触れ合うこ

ともでき、非常に意義のある活動になりました。 

4.実際に行っているエコ活動 
 

【クリーンアップ福岡への参加】 
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5.環境目標とその実績 

【環境目標の実績】 

項    目 単位 
基準値 

(2019 実績値) 

目標 

(0.5％削減) 

2020 年度 

実績 

達成率 

〇：達成 

×：未達成 

二酸化炭素排出量(※1) ㎏-CO2 52,116.1 51,855.5 53,115.9 
× 

97.6％ 

電力 kWh 21,447.0 21,339.8 20,999.0 
〇 

101.6％ 

都市ガス N㎥ 49.0 48.8 52.0 
× 

93.8％ 

ガソリン Ｌ 19,150.0 19,054.3 19,585.3 
× 

97.3％ 

廃棄物排出量（※2） 

（本社事務所からでる事業系一般廃棄物） 
㎏ 846.8 842.5 1,053.9 

× 

80.0％ 

【監視項目】 2020 年度実施内容 

購入備品におけるグリーン購入商品の割合 購入可能備品については、100％達成 

社有車のハイブリット車導入 
入替検討車両があったが、走行距離や使用年数、リース料金等を検討

した結果、導入を見送った。（入替検討車両も、ハイブリッド車両） 

施工・サービスにおける環境配慮 

施設管理部：安全衛生会議・部署内月例会議（1回/月） 

にてエコ活動の推進教育を実施 

緑化建設部：チップマルチング（剪定屑の再利用）を 

230㎡実施 

＜評価＞ 

電気使用量については、目標を達成できた。引き続き空調の設定温度（夏場 28度、冬場 20度）

を適正に遵守し、使用していない場所の電気 OFF、クールビズ・ウォームビスの実施、長時間退

席時のパソコン電源 OFFなどで節電を行っていく。 

ガソリン使用量については、昨年と比べて、走行距離が増加したことにより目標未達であるが、

燃費は向上している（12.8km/L→13.33km/L）。来年度は、エコドライブ 10のすすめを念頭に置

き、各車両エコドライブを実施していく。 

廃棄物については目標を達成できなかった。シュレッダーごみの増加が原因と考えられる。シ

ュレッダーゴミ以外のゴミの量は減少しているので、引き続きゴミの低減に向け社員全員で行動

すること。 

その他の取組や目標を達成できた項目についても、今後も継続して削減に向けて取り組んでい

くこと。 

※1 電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の 2018 年度調整後排出係数 0.347kg-CO2/kWh を用いています。 

※2 産業廃棄物および現場からでる一般廃棄物は取組中心に行っています。 
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【今後の環境目標】 

環 境 目 標 単 位 
基準値 

（2020 年実績） 

2021 年度 

0.5％削減 

2022 年度 

1％削減 

2023 年度 

1.5％削減 

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2 53,115.9 52,850.3 52,584.7 52,319.2 

電力使用量の削減 kWh 20,999.0 20,894.0 20,789.0 20,684.0 

都市ガス使用量の削減 N㎥ 52.0 51.7 51.5 51.2 

ガソリン給油量の削減 L 19,585.3 19,487.4 19,389.4 19,291.5 

廃棄物排出量 

(本社事務所からでる事業系一般廃棄物) 
㎏ 1,053.9 1,048.7 1,043.4 1,038.1 

【監視項目】     

グリーン 

購入の推進 

購入備品における 

グリーン購入商品の割合 
％ 

100％ 

ｸﾞﾘｰﾝ商品 

のみのｶﾀﾛｸﾞ 

から購入 

100％ 

ｸﾞﾘｰﾝ商品 

のみのｶﾀﾛｸﾞ 

から購入 

100％ 

ｸﾞﾘｰﾝ商品 

のみのｶﾀﾛｸﾞ 

から購入 

100％ 

ｸﾞﾘｰﾝ商品 

のみのｶﾀﾛｸﾞ 

から購入 

社有車のハイブリット 

車導入台数（新規） 
台 0 1 1 1 

施工・ 

サービスに 

おける 

環境配慮 

施設管理部 ： 安全衛生協議会・部署内月例会議（1 回/月）の場でのエコ活動の推進教育の実施。 

緑化建設部 ： 

チップマルチング 

（剪定屑の再利用） 

の実施 

㎡ 230 230 230 230 

※1 電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の 2018年度調整後排出係数 0.347kg-CO2/kWhを用いています。 

※2 2020 年 8月 22 日現在ハイブリッド車入替対象車両が 2021 年度以降にないため、既存の車両において

低燃費・低排出ガス認定ガソリン車への入替を監視項目に致します。 
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6.環境活動計画の内容と評価、次年度の取組 
〈事務所〉 

目 標 環境活動計画 責任者 評価 

取組結果 

次年度の取組 

電気使用量 

削減 

空調の設定温度を定める 

（冷房 28℃、暖房 20℃） 
下村 ○ 

事務所の窓を適宜開放するなどして、徹底 

継続実施 

不要電力消費の抑制 下村 〇 

昼休み・残業時の消灯を徹底 

継続実施 

長時間席を離れる時の 

パソコン電源 OFF 
古泉 ○ 

外出時は電源 OFFの実施 

継続実施 

クールビズ、 

ウォームビズの導入 
下村 ○ 

オールシーズンノーネクタイ制度を導入

し、各自気温に適した服装を行う 

継続実施 

化石燃料 

使用量削減 

省エネドライブ、アイドリ

ングストップの徹底 
古泉 △ 

入替検討車両があったが、走行距離や使用年数、

リース料金等を検討した結果、導入を見送った。

（入替検討車両も、アイドリングストップ搭載

車両） 

引き続きアイドリングストップ搭載車両

を優先的に導入 

車両管理簿によるガソリ

ン、軽油の使用量の管理 
下村 △ 

燃費は 9.4％アップしたが、走行距離増加

により、結果として増加 

各車両の燃費等情報を毎月周知し、エコド

ライブを徹底（継続実施） 
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目 標 環境活動計画 責任者 評価 
取組結果 

次年度の取組 

廃棄物 

排出量削減 

排出ごみ袋の削減 西本 △ 

シュレッダーごみの増加により昨年より

増加 

シュレッダーの使用を機密文書に限るこ

との徹底実施 

分別によるリサイクルの

促進 
西本 ○ 

分別の徹底実施 

継続実施 

コピー用紙の裏紙活用 下村 ○ 

各部とも適正に実践 

継続実施 

コピーミスゼロへの 

取り組みへの徹底 
下村 ○ 

各部とも適正に実践 

継続実施 

両面コピー、 

集約印刷の活用 
下村 ○ 

両面印刷デフォルト設定を実施 

継続実施 

使用済み封筒の再利用 下村 ○ 

社内便封筒などの再利用を実践 

継続実施 

シュレッダーの使用を 

機密文書に限る 
下村 △ 

各部とも適正に実践したが増加 

継続実施 

グリーン購入 

推進 

エコマーク商品の 

優先的な購入 
西本 ○ 

購入可能備品については 100％達成 

継続実施 

社会貢献 
地域ボランティア活動 

への積極的な参加 
下村 ○ 

今年度は、クリーンアップ福岡に参加 

次年度もクリーンアップ福岡に参加予定 

  評価者 ： 下 村  

  



- 10 - 

 

 〈緑化建設部関係の現場〉 

目 標 環境活動計画 責任者 評価 

取組結果 

次年度の取組 

電気使用量 

削減 

仮設事務所 不在時は、照

明・空調の電源 OFF 
古泉 ○ 

現場事務所を不在にする時は、必ず電源

OFF を実施 

継続実施 

化石燃料 

使用量削減 

現場内は、車両走行の厳守

速度を設けガソリン・軽油

使用量の軽減の徹底 

古泉 ○ 

朝礼等での呼びかけにより、現場内での速度の

遵守、待機時のエンジンを切る等、実施 

継続実施 

廃棄物排出量

削減 

現場で発生する剪定枝等の

産廃は、リサイクル(チップ

化)する事により廃棄物排出

量の削減に努め又チップを

再利用する事により地球に

やさしいエコ対策を実施 

山口 

優作 
○ 

福津市総合運動公園にて粉砕機を用いて

再利用を実施 

継続実施 

総排水量 

削減 

水の蛇口鍵を設け現場担

当者が管理 
古泉 ○ 

必要時のみ使用 

継続実施 

グリーン購入 

推進 

再生材を利用 
山口 

寛信 
○ 

見積り作成時に提案し、実施 

継続実施 

エコマーク商品の優先的

な 

購入 

山口 

寛信 
○ 

購入可能商品は、実施 

継続実施 

施工・サービ

スにおける 

環境配慮 

チップマルチング（剪定屑

の再利用）の実施 

山口 

優作 
○ 

剪定作業時には積極的に実施 

継続実施 

評価者 ： 山 口 

＜監視項目＞産業廃棄物について 

項 目 単位 2019 年度 2020 年度 評 価 

産業廃棄物 t 53 70.26 昨年に引き続き適正に処分を行った 
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〈施設管理部関係の現場〉 

 

  

目 標 環境活動計画 責任者 評価 

取組結果 

次年度の取組 

電気使用量 

削減 

清掃控室等、不在時は

照明・空調の電源 OFF 
松本 〇 

不在時はこまめな消灯、空調電源を切り、

コンセント取外しを実施し、待機電力の発

生を抑制 

継続実施 

化石燃料 

使用量削減 

清掃・工事等の現場に

向かう際の車両は、複

数相乗りを原則とし、

単独使用の回避 

松本 〇 

スケジュールを共有し、極力複数移動

の実施 

継続実施 

廃棄物 

排出量削減 

現場にて発生する廃棄

物は分別収集を実施

し、金属類やダンボ－

ル等の再資源化を徹底 

松本 ○ 

分別のゴミ袋を配布し、徹底 

継続実施 

総排水量 

削減 

水の蛇口に鍵を設け

現場担当者が管理 
松本 〇 

各現場担当者が責任者からの指示の

もと厳正に管理 

継続実施 

グリ－ン購入 

推進 

エコマ－ク商品の 

優先的購入 
松本 ○ 

購入の際には必ず確認し、優先的に購入 

継続実施 

化学物質 

使用量削減 

バイオ系の製品を利

用し、化学物質の使用

の抑制 

松本 ○ 

社員の他、協力企業にも十分確認し、

使用の抑制を実施 

継続実施 

施工・サービ

スにおける 

環境配慮 

安全衛生会議・部署内

月例会議（1回/月）

の場でのエコ活動の

推進教育の実施 

松本 ○ 

月に 1回の頻度で実施 

継続実施 

評価者 ： 武 田 
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7.各営業所の環境負荷及び取組の状況 

 

広さ

(㎡) 
賃借の様式 

職

員

数 

環境負荷 

電
気 

水
道 

ガ
ス 

ガ
ソ
リ
ン 

事
務
所
ゴ
ミ 

コ
ピ
ー
用
紙 

北九州営業所 50.10 テナント用賃借 4 ○ × × ○ ※ ○ 

熊本営業所 37.51 テナント用賃借 3 ○ × × ○ ※ ○ 

長崎営業所 60.30 テナント用賃借 4 ○ ○ × ○ ※ ○ 

佐世保出張所 15.96 テナント用賃借 1 × × × × ※ ○ 

※事務所内のゴミは微量の為計測できません 

◎取組の状況と評価  
【北九州営業所】 

ビルメンテナンス業務を主に・警備業務全般・緑化、外構、貸植木事業もしてい

ます。 

主な環境負荷は、現場に移動するときのガソリン使用量です。急発進、急停車を

やめるなどエコドライブを心がけています。環境負荷のうち、電力、ガソリン等当

社の環境負荷として把握できるものは、2020 年度に実績把握し、2021 年度の目標

設定の基準値に反映させています。 

節水についても建物全体で積極的に取り組んでいますが、使用量の数値が建物全

体の数値しかわかりませんので、営業所単体の数値は把握できません。コピー用紙

の裏紙利用などにも取り組んでいます。本社からの指示を受けて、無駄を省くよう

努めています。 

 

【熊本営業所】 

ビルメンテナンス業務を主に・警備業務全般・緑化、外構、貸植木事業もしてい

ます。 

主な環境負荷は、現場に移動するときのガソリン使用量です。急発進、急停車を

やめるなどエコドライブを心がけています。環境負荷のうち、電力、ガソリン等当

社の環境負荷として把握できるものは、2020 年度に実績把握し、2021 年度の目標

設定の基準値に反映させています。 

節水についても建物全体で積極的に取り組んでいますが、使用量の数値が建物全

体の数値しかわかりませんので、営業所単体の数値は把握できません。コピー用紙

の裏紙利用などにも取り組んでいます。本社からの指示を受けて、無駄を省くよう

努めています。 
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【長崎営業所】 

ビルメンテナンス業務を主に・警備業務全般・緑化、外構、貸植木事業もしてい

ます。 

主な環境負荷は、現場に移動するときのガソリン使用量です。急発進、急停車を

やめるなどエコドライブを心がけています。環境負荷のうち、電力、ガソリン等当

社の環境負荷として把握できるものは、2020 年度に実績把握し、2021 年度の目標

設定の基準値に反映させています。 

節水についても建物全体で積極的に取り組んでいますが、使用量の数値は建物全

体の数値を按分した数値です。コピー用紙の裏紙利用などにも取り組んでいます。

本社からの指示を受けて、無駄を省くよう努めています。 

 

【佐世保出張所】 

ビルメンテナンス業務を主に業務しています。 

環境負荷のうち、電力等当社の環境負荷として把握できるものは、2020 年度に実

績把握し、2021 年度の目標設定の基準値に反映させています。 

節電・節水についても建物全体で積極的に取り組んでいますが、使用量の数値が

建物全体の数値しかわかりませんので、出張所単体の数値は把握できません。 

コピー用紙の裏紙利用などにも取り組んでいます。本社からの指示を受けて、無

駄を省くよう努めています。 
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8.環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

自己チェックした結果、環境関連法規への違反はありませんでした。 

また、関係機関及び利害関係者からの指摘や訴訟もなく、引き続き、環境関連法規遵守

の維持に努めます。 

法律名 遵守状況 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 〇 

建築物における衛生的環境の確保に関する法律 〇 

建築基準法 〇 

電気事業法 〇 

消防法 〇 

騒音規制法 〇 

警備業法 〇 

 

9.代表者による評価と見直し結果 

・全体的な評価  

2020年 4月～2021年 3月について前年度の全社実績を基準とし、環境活動に全社一丸

となって取り組んだ。各項目については以下の通りです。 

〔電気使用量〕目標を達成できた。引き続き空調の設定温度（夏場 28 度、冬場 20 度）

を適正に遵守し、使用していない場所の電気 OFF、クールビズ・ウォームビスの実

施、長時間退席時のパソコン電源 OFFなどで節電を行っていく。 

〔ガソリン使用量〕昨年と比べて、走行距離が増加したことにより目標未達だが、燃費

は向上している（12.8km/L→13.33km/L）。来年度は、エコドライブ 10のすすめを

念頭に置き、各車両エコドライブを実施していく。 

〔廃棄物〕目標を達成できなかった。シュレッダーごみの増加が原因と考えられる。シ

ュレッダーゴミ以外のゴミの量は減少しているので、引き続きゴミの低減に向け社

員全員で行動する。 

その他の取組や目標を達成できた項目についても、今後も継続して削減に向けて取り組

んでいく。 

 

・次年度への見直し  

環境方針は現状のまま継続していく。環境目標は、2020年度の実績の 0.5％削減とする。 

また今後も環境方針及び環境目標の全社員への周知徹底を継続して行い、当社の全ての

事業において環境保全を常に意識し、お客様に対して省エネ及び環境を配慮したサービス

を提案していき、緑豊かな地球環境を目指していく。 


